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短期海外留学プログラムの評価と長期留学希望の関連性 





平成 23 年、平成 24 年度に、文部科学省は「留学生交流支援制度（ショートステイ・
ショートビジット）」を導入した。本制度は、日本の大学、大学院、短期大学、高等専
門学校第 4 年次以上、専修学校を対象とした、3 か月未満の留学生受け入れ、ならび
に海外派遣プログラムに参加する日本人学生のための奨学金制度である。 

































































を付与する。TUFS-SV の制度は、平成 23 年度に開始され、6 年が経過している。平
成 27 年度には、参加実績のあるプログラム数が当初の 10 倍以上である 85 になり、
参加者数も 84 名から約６倍の 498 名となっている。平成 29 年度夏には、103 以上の
プログラムが短期海外留学先となっている。 
 







て設問に回答するものが含まれる。また、留学後教育としては、前述の CEFR 診断を 
行うことにより、自己評価での言語能力がどの程度伸びたかを確認することに加え、 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
(1)	 CEFR とは、欧州評議会（Council	 of	 Europe）により 2001 年に公開された、Common	 European	 Framework	 
of	 Reference	 for	 Languages（ヨーロッパ言語共通参照枠）の略。聞く、話す、読む、書くという語学
のコミュニケーション能力別のレベルを示す国際標準規格として、広く導入されつつある。「具体的に
何ができるか」を示した枠組みで、ABC 段階をさらに２分割した、６段階のレベルとなっている。 
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験報告書」である（https://mdle.tufs.ac.jp/exchangeReport/visit）。	 	  
2013 年度より報告書への記入を義務付けており、2016 年 12 月現在では、1041 件
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表 1	 	 TUFS-SV プログラム実施大学別	 参加したプログラムに対する評価（５段階の平均） 
大学名 国・地域名 総合評価 回答数 
ゲッチンゲン大学 ドイツ 5 2 
ヤギェロン大学 ポーランド 5 2 
北京大学 中国 5 2 
ソウル大学校 韓国 4.7 7 
ジュネーヴ大学 スイス 4.6 5 
延世大学 韓国 4.6 5 
コロンビア大学 米国 4.6 12 
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モスクワ大学及びサンクトペテルブル
グ大学 
ロシア 4.5 8 
モンゴル国立大学 モンゴル 4.5 4 
ハノイ国家大学・人文社会科学大学・
ホーチミン国家大学・人文社会科大学  
ベトナム 4.4 14 
グルノーブル大学 フランス 4.3 6 
コインブラ大学 ポルトガル 4.3 3 
トリノ大学 イタリア 4.3 3 
ロンドン大学東洋・アフリカ研究学院 英国 4.3 12 
イスラーム自由大学シーラーズ分校 イラン 4.3 8 
ブルネイ・ダルサラーム大学 ブルネイ 4.2 9 
ウィーン大学 オーストリア 4.2 6 
オークランド大学 ニュージーランド 4.1 9 
アイルランド国立大学コーク校 アイルランド 4.1 21 
カリフォルニア大学サンディエゴ校 米国 4.1 14 
レジャイナ大学 カナダ 4.1 14 
ブリティッシュ・コロンビア大学 カナダ 4.0 21 
エアフィット大学 コロンビア 4 2 
ギーセン大学 ドイツ 4 1 
サンディエゴ州立大学 米国 4 6 
シロンスク大学 ポーランド 4 3 
プラハ・カレル大学  チェコ 4 5 
ミュンヘン大学 ドイツ 4 8 
モスクワ国際関係大学 ロシア 4 1 
開南大学 台湾 4 2 
極東連邦大学 ロシア 4 1 
上海外国語大学 中国 4 3 
北京語言大学 中国 4 3 
アリー・バーバー・インターナショナ
ル・センター 
ヨルダン 3.7 3 
エセックス大学 英国 3.7 3 
サラマンカ大学 スペイン 3.7 3 
エクス・マルセイユ大学 フランス 3.5 4 
香港中文大学  香港 3.5 2 
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グアナフアト大学 メキシコ 3.3 6 
ヤンゴン大学 ミャンマー 3.2 10 
アルカラ大学 スペイン 3 1 
ガジャマダ大学 インドネシア 3 2 
リーズ大学	  英国 3 1 
聖公会大学校 韓国 3 5 
淡江大学 台湾 3 2 
カイロ大学 エジプト 2.8 4 
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７．終わりに	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